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ン 固 定 パ ラ フ ィ ン 包 埋 切 片 (FFPE) に よ る fluorescence in situ 
hybridization(FISH)を使用し t(3;14)/FOXP1-IGHの検出を行った．検討を行っ
た対象の病理組織診断は，甲状腺 MALTリンパ腫(n = 59)，びまん性大細胞型 B
細胞リンパ腫(DLBCL)(n = 23)，濾胞性リンパ腫(n = 4)，橋本病(n = 13)およ
びその他の良性病変(n = 1)だった．分析を行った 100例のうち，t(3; 14)/FOXP1-
IGH 陽性の 36 例(36％)はすべてリンパ腫だった．MALT リンパ腫 59 例中 33 例




結論：本研究において，t(3; 14)/FOXP1-IGH が甲状腺 MALTリンパ腫の半数以上
に検出された．したがって，t(3; 14)/FOXP1-IGHの検出は，甲状腺の原発性 MALT
リンパ腫と他の甲状腺疾患の鑑別診断に極めて有用である． 
